
　「共同で」「持ち合う」「分け合う」という意味の名古屋ことばで
す。西区役所ではこの言葉に「みんなの力を持ち寄り、西区をより
暮らしやすく、魅力的なまちにしていきたい」という思いを託し、
区政運営のキーワードにしています。
　現在「も～やっこ」をキーワードに取り入れた西区オリジナル
メッセージソング「西区も～やっこのうた」を西区のウェブサイトに
て配信中、プロモーションビデオや振り付けもあります。ぜひご覧
ください。（「もーやっこのうた」で検索してください）

　西区は1908年（明治41年）
4月、4区制により誕生。名古
屋市の中で最も古い区の1つ
です。西区内を横断するよう
に庄内川が流れており、その
以北の山田地区（旧西春日井
郡山田村）は、1955年（昭和
30年）10月に名古屋市と合併して西区に編入されました。
　名古屋市の北西部に位置し、面積は約17.9平方キロメートル。
世帯数は67,638世帯、人口は145,707人です。人口は名古屋市16
区中8番目になります。（平成25年12月1日現在）
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※場所は中見開きの地図をご参照ください。

　昔から「大蛇が住む」と噂され、
若き日の織田信長は、池の水を全
てくみ出すように命令、自らも池
の中に入り大蛇を探したが見つか
らず諦めたというエピソードがあ
ります。毎年４月に蛇池神社にて櫃
流しを開催。桜の名所。

　洋食器メーカー「ノリタケ」が近
代陶業発祥の地である本社敷地
内にオープンした陶磁器に関する
複合施設。緑あふれる園内では工
場見学や絵付け体験ができる他、
ノリタケの食器でサービスするレ
ストランやショップなどがあります。

　名古屋城下から岩倉へ至る「岩
倉街道」が通じ、枇杷島の青物市の
帰りに味噌・油などの生活用品を購
入したことから、街道沿いに商家の
立ち並ぶ町が形成されました。毎
年秋に岩倉街道おてゃあ祭を開
催。名古屋市町並み保存地区。

　元禄の大火といわれる大火事
により、多くの町家が焼失。そこで
商家の延焼を防ぐために道幅を四
間（約７ｍ）に拡げたことから、四
間道と名付けられたとも言われて
います。名古屋市町並み保存地
区、都市景観賞受賞。

　「水と緑と太陽」をテーマに庄
内川の小田井遊水地を利用した
野趣あふれる総合公園。広い敷地
に芝生広場や各種スポーツ施設な
どを完備。またバラ園のバラの総
数は市内最大。無料のドッグラン
も備えています。

　豊田佐吉が明治44年に自動織機
の研究開発のために創設した試験
工場の場所と建物を利用して建設
されました。繊維機械と自動車を
中心に、産業と技術の変遷を本物
の機械の動態展示やオペレーター
による実演で紹介しています。

四間道 岩倉街道

トヨタテクノミュージアム産業技術記念館 庄内緑地
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名古屋友禅

尾張藩主徳川宗春の頃（1730～
1739年）に、京都、江戸などから友
禅師が往来し、その技法が伝えられ
たことに始まります。名古屋地方の
質素倹約を気風とする土地柄を映
し、色数を控えた単彩濃淡調の落ち
ついた色使いが特徴。

歴史・文化・名所歴史・文化・名所
西区の

名古屋提灯

室町時代にさかのぼる提灯づくり
は江戸時代には盆供養に提灯を使
う風習が生まれ、盛んに作られるよ
うになりました。和紙を通しての柔
らかな光が欧米人にも好まれ、明治
初期には貴重な輸出品として全国
一の生産を誇りました。

革製品

古くから太鼓などが作られ、明治時
代、馬具に使う革を用いて革靴の製
造を始めたといわれています。戦
後、製靴業が盛んになり、上質な本
革の靴づくりの地として有名になり
ました。靴以外の革製品の製造も行
われています。

名古屋古流凧

江戸時代、尾張藩の武家の間で盛
んに遊ばれていたという名古屋古
流凧。空高く揚げることが自慢比べ
でもあったと言われています。代表
的なせみ凧やあぶ凧は現在でも人
気があり、小型で独特なうなり音を
発します。

名古屋の駄菓子

名古屋城築城の石運び人や、西枇杷
島市場に集まる八百屋、美濃路の休
憩所の旅人や人足衆を相手に販売
された駄菓子。その歴史は江戸時代
までさかのぼり、関東大震災を機に、
名古屋の駄菓子は生産・流通機能が
拡大し全国で有名になりました。

堀川・五条橋

名古屋城築城とともに開削された
堀川は物流を担う重要な交通手段
でした。五条橋はその堀川に初めて
架けられた橋で、元は清須を流れる
五条川に架かっていましたが、「清
須越」の際に橋の一部とともにその
名も移されました。

名古屋扇子

名古屋扇子は、宝暦年間（18世紀中
頃）に京都から現在の西区幅下あた
りに移住してきた井上勘造父子に
よって始められたとされています。
名古屋は京都と並ぶ産地として知
られ、白扇など実用的な男物を主体
として発展してきました。

屋根神さま

地域の守り神として町内や隣組な
どの小組織で祭祀を行います。もと
もと神様を祭る地所がなく屋根の
上や軒下に祭ったことから「屋根神
さま」と呼ばれるようになりました。
名古屋市内に１15カ所、そのうち
58カ所が西区にあります。
（平成25年1月現在）

和　凧

日本の伝統的な絵画の手法を今に
伝える名古屋の和凧。原画づくりか
ら型紙、刷り込み、組み立てなど、ど
れも熟練の技を駆使して作られて
います。最近では、昔ながらの絵模
様に加えて、工夫を凝らしたデザイ
ンが特徴となっています。

西区へようこそ！ 西区役所まちづくり推進室
※このリーフレットは、古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

名古屋市西区花の木二丁目18番1号
☎ 052-521-5311（代表）　FAX 052-522-5069

平成26年1月発行
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